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はじめに 

平成 24 年 6 月 6 日にハイパーサーミアを開始して 2 年が経過した。徐々に患者

数が増え、現在では最大で一日に 11 例治療を行っている。一患者に１時間の枠

を取り、50 分間の加温を行い時間内に終えるために行っている改善策を報告す

る。 

 

目的 

一患者を 1 時間以内に終わるように業務改善を行う。 

 

改善策 

1. ベッドを下げない 

2. 患者ごとの電極位置を記録し、ベッドサイドに貼る 

3. オーバーレイボーラスの温水切替を通常より早く行う 

4. 待ち時間等でオーバーレイボーラスを発信管の上で保温する 

5. オーバーレイボーラスを水洗いから拭き取りに変更 

 

結果 

以上の作業で 5 分間短縮することができた。 

 

考察 

5 分の時間短縮が可能となり、予定時間内に治療が行なえるようになったことは、

患者の負担軽減に繋がったと考える。 


